
������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

第
６６
回
漁
港
漁
場
協
会
事

務
担
当
者
連
絡
協
議
会
が
、

２
月
４
日
午
後
２
時
か
ら
東

京
神
田
の
エ
ッ
サ
ム
神
田
１

号
館
会
議
室
で
、
都
道
府
県

漁
港
漁
場
協
会
の
役
職
員
等

約
６０
名
が
集
ま
り
開
催
さ
れ

た
。開

会
に
あ
た
り
�
吉
晋
吾

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長

が
、
「
海
洋
環
境
の
大
き
な

変
化
に
よ
り
、
主
要
魚
種
の

不
漁
が
常
態
化
し
、
漁
獲
さ

れ
る
魚
種
の
変
化
や
磯
焼
け

が
拡
大
し
て
い
る
。
資
材
、

燃
料
、
養
殖
餌
料
等
の
価
格

高
騰
、
国
内
水
産
物
消
費
の

減
少
、
高
齢
化
や
人
口
減
少

に
伴
う
後
継
者
の
不
足
、
さ

ら
に
は
能
登
半
島
地
震
被
災

地
は
ま
だ
復
旧
・
復
興
の
途

上
で
あ
り
、
南
海
ト
ラ
フ
で

の
地
震
活
動
の
活
発
化
や
台

風
の
強
大
化
に
よ
る
災
害
リ

ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
な

ど
、
水
産
業
は
難
し
い
課
題

に
直
面
し
て
い
る
。

一
方
、
海
外
で
は
水
産
物

需
要
が
増
加
し
輸
出
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
り
、
ま
た
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
客
が
昨
年
は

３
、
７
０
０
万
人
に
迫
る
過

去
最
高
を
記
録
し
た
が
、
こ

れ
を
各
地
方
に
呼
び
込
む
こ

と
に
よ
り
、
水
産
物
消
費
や

観
光
消
費
に
波
及
さ
せ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に

は
漁
村
活
性
化
の
切
り
札
と

し
て
期
待
さ
れ
る
海
業
の
取

組
み
が
全
国
的
に
広
が
っ
て

き
て
い
る
こ
と
な
ど
攻
め
の

材
料
も
出
て
き
て
い
る
。

私
た
ち
は
水
産
基
盤
の
整

備
等
を
通
じ
て
、
水
産
業
と

漁
村
の
持
続
的
な
発
展
を
目

指
し
活
動
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
水
産
業
に
特
化

し
て
き
め
細
か
く
対
応
が
で

き
る
水
産
基
盤
整
備
関
連
予

算
と
法
改
正
に
よ
り
海
業
に

積
極
的
に
活
用
し
や
す
く
な

っ
た
漁
港
と
い
う
財
産
を
持

っ
て
い
る
こ
と
は
水
産
業
に

と
っ
て
大
き
な
力
だ
と
考
え

て
い
る
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
水
産

基
盤
整
備
や
漁
村
の
活
性
化

に
必
要
な
地
域
の
要
望
や
課

題
、
特
に
こ
れ
か
ら
の
水
産

業
を
担
う
後
継
者
や
漁
村
の

女
性
の
声
な
ど
も
く
み
と

り
、
全
国
協
会
に
具
体
的
に

届
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
す
る
。
そ
れ
を
も
と
に

施
策
の
充
実
や
予
算
の
確
保

に
向
け
て
会
員
の
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
中
村
隆

漁
港
漁
場
整
備
部
長
が
挨
拶

し
た
後
、
�
吉
会
長
が
令
和

７
年
度
の
運
営
方
針
と
し
て

①
本
会
の
役
割
②
本
会
の
主

な
活
動
③
水
産
基
盤
整
備
関

連
予
算
の
重
要
性
④
水
産
基

盤
整
備
関
連
予
算
の
確
保
⑤

令
和
７
年
度
の
重
点
活
動
⑥

本
会
の
運
営
状
況
と
会
費
に

つ
い
て
⑦
お
願
い
し
た
い
こ

と
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

議
事
に
入
り
、
全
国
漁
港

漁
場
協
会
の
令
和
６
年
度
事

業
報
告
、
令
和
７
年
度
の
運

営
方
針
、
事
業
計
画
案
及
び

会
費
案
等

に
つ
い
て

事
務
局
が

資
料
に
基

づ
き
説
明

し
た
。

ま
た
、

今
年
１０
月

１５
日
に
山

口
県
下
関

市
の
海
峡

メ
ッ
セ
下

関
で
開
催

さ
れ
る
第

７４
回
全
国

漁
港
漁
場

大
会
、
３
月
７
日
に
開
催
さ

れ
る
令
和
６
年
度
漁
港
漁
場

講
習
会
な
ど
の
主
要
行
事
、

本
会
の
運
営
等
に
関
す
る
ご

意
見
・
ご
要
望
等
に
対
す
る

回
答
等
に
つ
い
て
概
要
を
紹

介
し
た
。
そ
の
後
、
水
産
庁

計
画
・
海
業
政
策
課
事
業
班

の
山
地
智
司
広
域
整
備
係
長

か
ら
「
令
和
７
年
度
水
産
基

盤
整
備
関
係
予
算
等
に
つ
い

て
」
、
同
課
海
業
企
画
班
の

成
田
賢
仁
課
長
補
佐
か
ら

「
海
業
の
推
進
と
そ
の
支
援

に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

が
あ
っ
た
。
会
議
終
了
後
に

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
、
水

産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
か
ら

中
村
部
長
、
的
野
博
行
事
業

課
長
、
高
原
裕
一
水
産
施
設

災
害
対
策
室
長
も
参
加
し
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。

１
月
２７
日
の
午
前
中
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
＊
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｉ

の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
海
洋
・

水
産
関
係
の
研
究
者
８
名

が
、
日
本
側
受
け
入
れ
窓
口

で
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
の
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
る
東
海
大
学
海
洋
学
部

水
産
学
科

李
銀
姫
准
教
授

の
同
行
の
も
と
、
当
協
会
を

訪
問
し
た
。

一
行
は
、
フ
ィ
リ
ン
ピ
ン

大
学
ビ
サ
ヤ
校
副
学
長
Ａ
ｌ

ｉ
ｃ
ｅ

Ｊ
ｏ
ａ
ｎ

Ｆ
ｅ
ｒ

ｒ
ｅ
ｒ
教
授
を
代
表
と
し
、

バ
タ
ン
ガ
ス
、
パ
ル
テ
ィ
ド
、

ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
、
ミ
ン
ダ
ナ

オ
各
州
立
大
学
の
研
究
者
で

構
成
さ
れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国

内
に
お
け
る
Ｆ
Ａ
Ｏ
小
規
模

漁
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
施

に
向
け
、
現
状
の
評
価
と
そ

の
促
進
の
た
め
に
、
日
本
の

水
産
業
の
実
情
を
調
査
す
る

た
め
に
一
週
間
の
行
程
で
来

日
し
た
。

都
内
で
は
当
協
会
の
ほ

か
、
水
産
庁
、
漁
村
総
研
、

漁
済
連
へ
の
聞
き
取
り
、
現

地
調
査
と
し
て
、
李
銀
姫
准

教
授
の
地
元
で
あ
る
静
岡
市

に
移
動
し
周
辺
漁
協
等
へ
の

訪
問
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

当
協
会
で
は
、
協
会
の
役

割
や
活
動
な
ど
に
つ
い
て
�

吉
会
長
か
ら
説
明
し
た
後
、

意
見
交
換
に
移
り
、
日
本
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
水
産
業
の
違

い
、
地
球
温
暖
化
に
よ
る
水

産
業
や
漁
港
漁
場
へ
の
影
響

と
対
応
、
漁
村
女
性
の
役
割

な
ど
に
つ
い
て
熱
心
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。

＊
Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｉ
と
は‥

カ
ナ
ダ

の
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ン
ド
ラ
ン
ド

メ
モ
リ
ア
ル
大
学
に
拠
点
を

置
く
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
、
２
０
１
２
年
にT

o
o

B

ig
T

o
Ig

n
o
re(T

B
T

I)G
l

o
b
al

P
artn

ersh
ip
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S

m
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S
cale

F
ish

eries
R

esearch

と
し
て
設
立
さ
れ
、

小
規
模
漁
業
の
あ
ら
ゆ
る
面

の
研
究
お
よ
び
情
報
の
ハ
ブ

セ
ン
タ
ー
と
し
て
「
（
小
規

模
漁
業
は
）
無
視
す
る
に
は

大
き
す
ぎ
る
」
と
主
張
し
、

小
規
模
漁
業
に
お
け
る
政
策

議
論
と
能
力
開
発
の
た
め
、

８０
か
国
以
上
か
ら
８
０
０
人

以
上
の
メ
ン
バ
ー
が
活
動
し

て
い
る
。

水
産
庁
は
令
和
６
年
度
磯

焼
け
対
策
全
国
協
議
会
を
都

内
で
１
月
２４
日
開
催
し
、
藻

場
再
生
に
取
り
組
む
多
く
の

関
係
者
が
全
国
か
ら
約
３
５

０
人
参
加
し
た
。

冒
頭
挨
拶
で
中
村
隆
漁
港

漁
場
整
備
部
長
は
海
洋
環
境

の
変
化
に
よ
る
磯
焼
け
拡
大

と
、
藻
場
保
全
の
担
い
手
不

足
、
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
と
し

て
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
触
れ
、
「
藻
場
の
保
全

に
持
続
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
た
め
に
、
本
日
の
会
議
で

各
地
の
課
題
や
新
た
な
工
夫

を
知
っ
て
も
ら
い
、
今
後
の

活
動
の
参
考
に
し
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

磯
焼
け
対
策
に
関
す
る
各

地
域
か
ら
の
報
告
と
し
て
三

井
共
同
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
環
境
・
地
域
デ
ザ
イ
ン
事

業
部
の
吉
田
恭
平
氏
が
徳
島

県
美
波
町
の
「
藻
藍
（
も
あ

い
）
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

美
波
町
で
は
イ
セ
エ
ビ
の

資
源
保
護
に
成
功
し
て
い
る

も
の
の
、
冬
季
に
水
温
が
下

が
ら
ず
ア
イ
ゴ
な
ど
食
植
性

魚
類
の
活
動
期
間
が
長
期
化

し
、
磯
焼
け
が
進
行
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、�
藻
場
を
お

こ
す
、
未
来
を
つ
く
る
�
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
漁
業
者
、

民
間
企
業
、
自
治
体
の
官
民

連
携
組
織
「
藻
藍
部
」
を
設

立
。
共
感
し
て
も
ら
っ
た
企

業
か
ら
の
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
を
財
源
に
活
動

し
て
い
る
。

佐
賀
玄
海
漁
協
の
漁
業
者

で
袈
裟
丸
マ
リ
ン
合
同
会
社

代
表
の
袈
裟
丸

彰
蔵
氏
、
佐
賀

県
玄
海
水
産
振

興
セ
ン
タ
ー
の

大
庭

元

気

氏

が
、
玄
海
海
域

に
お
け
る
藻
場

保
全
の
取
り
組

み
を

報

告

し

た
。同

海
域
の
藻

場
減
少
の
要
因

は
ウ
ニ
に
よ
る

食
害
が
挙
げ
ら

れ
る
。
袈
裟
丸

氏
は
「
藻
場
保

全
に
取
り
組
む
上
で
①
海
藻

の
減
少
要
因
を
減
ら
す
②
活

動
を
続
け
る
③
保
全
海
域
を

広
げ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い

る
」
と
語
り
、
ウ
ニ
の
徹
底

的
な
駆
除
を
長
年
続
け
て
き

た
こ
と
で
藻
場
の
回
復
を
実

現
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
１１
�
の
藻
場

を
回
復
し
、
２
０
２
２
年
以

降
は
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト

認
証
を
取
得
し
て
い
る
。

県
と
し
て
も
水
産
資
源
回

復
促
進
事
業
を
展
開
し
、
ウ

ニ
駆
除
と
ア
カ
ウ
ニ
大
型
種

苗
の
放
流
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
漁
業
者
の
所
得
増
加
を

め
ざ
し
て
い
る
。

地
域
を
超
え
て
ス
キ
ュ
ー

バ
潜
水
で
ウ
ニ
駆
除
を
を
行

う
「
ガ
ン
ガ
ゼ
バ
ス
タ
ー
ズ
」

を
結
成
。
母
藻
が
残
っ
て
い

る
１
地
点
に
絞
り
、
集
中
駆

除
を
実
施
し
て
い
る
。
２
０

２
３
～
２４
年
で
延
べ
８
０
０

名
以
上
が
参
加
し
、
約
１
１

６
万
個
を
駆
除
し
た
。
駆
除

を
実
施
し
た
地
区
で
は
海
藻

の
被
度
の
回
復
が
見
ら
れ

た
。福

岡
や
千
葉
で
の
取
り
組

み
報
告
や
、
藻
場
保
全
・
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
な
ど
に
関
す

る
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
紹
介
も
行

わ
れ
た
。

水
産
庁
は
第
２
回
「
海
業

推
進
全
国
協
議
会
」
を
農
林

水
産
省
（
東
京
都
千
代
田
区
）

と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
２
月
３
日

開
催
し
、
多
く
の
参
加
者
が

海
業
推
進
に
向
け
て
知
見
や

情
報
を
共
有
し
た
。

開
催
に
際
し
、
庄
子
賢
一

農
水
大
臣
政
務
官
は
「
漁
村

に
は
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
高
い

�
コ
ト
消
費
�
や
�
ト
キ
消

費
�
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
を

地
方
に
い
か
に
し
て
波
及
さ

せ
て
い
く
か
も
重
要
。
海
業

の
取
り
組
み
は
そ
の
た
め
に

必
要
な
ピ
ー
ス
の
一
つ
で
あ

り
、
政
府
全
体
で
進
め
て
い

る
『
地
方
創
生
２
・
０
』
に

と
っ
て
も
重
要
な
取
り
組

み
」
と
話
し
、
海
業
推
進
に

向
け
て
関
係
者
に
一
致
団
結

を
求
め
た
。

議
事
で
は
漁
港
漁
場
整
備

部
の
渡
邉
浩
二
計
画
・
海
業

政
策
課
長
が
、
海
業
の
推
進

に
向
け
た
制
度
や
予
算
な
ど

の
支
援
策
に
つ
い
て
説
明

し
、
活
用
を
呼
び
掛
け
た
。

東
京
海
洋
大
学
の
工
藤
貴

史
教
授
は
「
人
口
減
少
社
会

に
お
け
る
海
業
推
進
の
意
義

と
課
題
」
と
題
し
て
基
調
講

演
。
海
業
推
進
に
向
け
た
今

後
の
課
題
と
し
て
（
１
）
漁

港
施
設
な
ど
の
活
用
推
進
計

画
と
浜
プ
ラ
ン
の
整
合
性
を

図
る
（
２
）
地
域
資
源
の
性

格
を
発
揮
さ
せ
て
集
積
効
果

を
高
め
る
（
３
）
漁
港
Ｄ
Ｘ

―
―
を
挙
げ
た
。

特
別
講
演
と
し
て
、
笹
川

平
和
財
団
経
営
企
画
部
の
小

林
正
典
特
任
部
長
が
「
日
本

版
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
し

て
の
海
業
推
進
」
と
題
し
て

話
し
た
。

先
進
的
な
取
り
組
み
事
例

と
し
て
▽
静
岡
県
西
伊
豆
町

の
釣
り
を
核
に
し
た
海
業

（
松
浦
城
太
郎
係
長
）
▽
富

山
県
・
魚
津
漁
協
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
海
業
（
濱

住
博
之
代
表
理
事
）
▽
愛
知

県
の
離
島
・
日
間
賀
島
の
海

業
（
日
間
賀
観
光
ホ
テ
ル
、

中
山
勝
比
古
相
談
役
）
▽
静

岡
県
沼
津
市
・
内
浦
漁
協
直

営
の
食
堂
を
事
例
と
し
た

「
関
わ
り
し
ろ
型
海
業
」
（
結

屋
、
川
村
結
里
子
社
長
）
―

―
の
発
表
が
あ
っ
た
。

講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は

多
く
の
質
問
が
上
が
っ
た
。
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多くの参加者が海業に関する知見を共有した

事
務
担
当
者
連
絡
協
議
会
を
開
催

����	
��

全
国
漁
港
漁
場
協
会

水産庁

事務担当者連絡協議会の様子

漁 港 漁 場 月 報
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全国から多くの関係者が集まった

全
国
漁
港
漁
場
協
会

持
続
的
な
藻
場
保
全
へ

水産庁

令

和

６
年
度

磯
焼
け
対
策
全
国
協
議
会
を
開
催

フィリピンの海洋・水産関係の研究者らと和やかに写真撮影

漁港漁場月報のバックナンバーは

左のＱＲコードから読むことができます
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水
産
庁
は
「
令
和
６
年
度

漁
港
漁
場
関
係
担
当
課
長
会

議
」
を
農
林
水
産
省
７
階
講

堂
で
２
月
６
日
１３
時
か
ら
開

催
し
た
。
都
道
府
県
の
担
当

課
長
な
ど
関
係
者
１
１
３
名

に
対
し
、
水
産
庁
担
当
者
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
分
野
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

中
村
隆
漁
港
漁
場
整
備
部

長
の
挨
拶
に
続
い
て
議
事
に

入
り
、
計
画
・
海
業
政
策
課
、

事
業
課
、
防
災
漁
村
課
が
説

明
し
た
。内
容
は
次
の
通
り
。

〈
計
画
・
海
業
政
策
課
〉

・
漁
港
漁
場
整
備
部
の
組
織

再
編
に
つ
い
て
／
計
画
・
海

業
政
策
課
所
管
業
務
に
つ
い

て

計
画
・
海
業
政
策
課
長

渡
邉
浩
二

・
令
和
７
年
度
予
算
概
算
決

定
等
の
概
要
（
水
産
基
盤
整

備
関
係
事
業
）

事
業
班
長

首
藤
敦

・
藻
場
・
干
潟
ビ
ジ
ョ
ン
の

見
直
し
及
び
養
殖
生
産
拠
点

の
展
開
に
つ
い
て
／
漁
港
機

能
増
進
事
業
及
び
地
方
創
生

港
整
備
推
進
交
付
金
に
つ
い

て

計
画
官

中
村
元
太

・
漁
村
整
備
事
業
及
び
農
山

漁
村
地
域
整
備
交
付
金
等
の

漁
村
関
係
予
算
に
つ
い
て

環
境
整
備
班
長

朝
倉
邦
友

・
海
業
振
興
等
に
つ
い
て

海
業
・
利
用
調
整
班
長
劔
崎

聖
、
海
業
企
画
班
長
成
田
賢

仁・
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

及
び
事
業
評
価
等
に
つ
い
て

計
画
班
長

粕
谷
泉

〈
事
業
課
〉

・
事
業
課
所
管
業
務
に
つ
い

て

事
業
課
長

的
野
博
行

・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁
場
整
備

事
業
の
実
施
状
況
効
果
、
及

び
直
轄
糸
満
漁
港
整
備
事
業

（
漁
業
取
締
船
用
岸
壁
の
整

備
）
に
つ
い
て

整
備
班
長

浜
崎
宏
正

・
藻
場
の
保
全
創
造
に
つ
い

て

機
能
高
度
化
班
高
度
化

企
画
係
長

鈴
木
将
平

・
新
技
術
の
活
用
促
進
と
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
協
議
会
に
つ

い
て
／
令
和
７
年
度
サ
ン
ゴ

礁
の
面
的
保
全
回
復
技
術
開

発
実
証
事
業
に
つ
い
て

設

計
班
長

田
村
真
弓

・
水
産
基
盤
整

備
事
業
に
係
る

実
施
上
の
留
意

点
に
つ
い
て
／

市
町
村
支
援
に

つ
い
て
企
画
班

長

中
西
豪

・
水
産
基
盤
整

備
調
査
事
業
等

に
つ
い
て

漁

港
漁
場
専
門
官

松
崎
真
澄

・
水
産
庁
に
お

け
る
品
質
確
保

に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
施
工

積
算
班
長

今

給
黎
聡

・
会
計
実
地
検

査
に
つ
い
て
上

席
漁
港
漁
場
専
門
官

柳
瀬

知
之

・
補
助
事
業
の
会
計
処
理
に

つ
い
て

総
括
班
長

若
命

洋
一

〈
防
災
漁
村
課
〉

・
防
災
漁
村
課
所
管
業
務
に

つ
い
て

防
災
漁
村
課
長

櫻
井
政
和

・
令
和
７
年
度
漁
港
海
岸
事

業
関
連
予
算
に
つ
い
て

防

災
・
海
岸
班
長

片
石
圭
介

・
令
和
７
年
度
漁
港
関
係
災

害
復
旧
等
事
業
予
算
に
つ
い

て
／
災
害
発
生
時
の
初
動
対

応
に
つ
い
て

災
害
調
整
班

長

田
中
健
治

・
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
及

び
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
／
農
泊
（
渚
泊
）

推
進
対
策
に
つ
い
て

推
進

班
長

蓬
田
正
道

・
水
産
業
競
争
力
強
化
緊
急

施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
／

浜
の
活
力
再
生
成
長
促
進
交

付
金
の
う
ち
水
産
業
強
化
支

援
事
業
に
つ
い
て

構
造
改

善
施
設
班
長

金
田
拓
也

・
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
事
業
に
つ
い
て

企
画
班

長

中
村
厳
哲

・
離
島
漁
業
再
生
支
援
等
交

付
金
に
つ
い
て

漁
村
企
画

班
長

提
箸
真
弘

出
席
者
か
ら
は
、
新
た
に

創
設
さ
れ
た
海
業
振
興
緊
急

支
援
事
業
、
海
業
取
組
促
進

事
業
の
応
募
状
況
な
ど
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

山
口
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
前
田
晋
太
郎
・
下

関
市
長
）
で
は
、
１
月
２１
日

に
山
口
県
庁
の
視
聴
覚
室
に

お
い
て
、
県
及
び
市
町
の
漁

港
漁
場
関
係
担
当
者
約
５０
名

の
参
加
に
よ
る
令
和
６
年
度

漁
港
漁
場
関
係
業
務
研
修
会

を
開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
山
口
県

と
山
口
県
漁
港
漁
場
協
会
の

共
催
に
よ
り
毎
年
度
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
４６

回
目
と
な
る
（
令
和
２
年
度

（
４２
回
）
と
令
和
３
年
度
（
４３

回
）
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
資
料
配

布
の
み
）。

研
修
会
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
田
中
泰
三
・
常
務
理

事
（
山
口
県
漁
港
漁
場
整
備

課
長
）
の
挨
拶
に
続
い
て
講

義
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
熱

心
に
聴
講
し

て
い
た
。

特
に
今
回

は
、
水
産
庁

漁
港
漁
場
整

備
部
計
画
・

海
業
政
策
課

海
業
・
利
用

調

整

班

長

（
課
長
補
佐
）

の
劔
崎
聖
生

氏
を
講
師
に

お

招

き

し

て
、
海
業
に

関
す
る
講
義

を
行
っ
て
い
た
だ
き
、
よ
り

充
実
し
た
研
修
会
と
な
っ

た
。演

題
及
び
講
師
は
次
の
と

お
り
。

①
海
業
取
組
促
進
事
業
の
活

用
に
つ
い
て
／
海
業
の
推
進

に
よ
る
水
産
業
の
発
展
・
漁

村
の
活
性
化
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
・
海
業
政
策
課

海
業

・
利
用
調
整
班
長
（
課
長
補

佐
）
劔
崎
聖
生

②
漁
港
関
係
事
業
に
お
け

る
関
係
手
続
等
に
つ
い
て

（
財
産
処
分
、
漁
港
施
設
用

地
利
用
計
画
、
漁
港
合
併
）

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

計
画
班

主
査

森
山
隆
浩

③
「
令
和
７
年
度
予
算
概

算
決
定
の
概
要
」
に
つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

整
備
班

主
査

小
島
磨

④
水
産
基
盤
整
備
事
業
に

つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

整
備
班

主
任

近
藤
圭
晃

⑤
海
岸
事
業
、
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て

山
口
県
漁
港
漁
場
整
備
課

整
備
班

主
任

藏
重
聡
志

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
職
務
代
理
者
・
山
名

実
由
良
町
長
）
は
、
１
月
３１

日
和
歌
山
市
内
の
「
ホ
テ
ル

ア
バ
ロ
ー
ム
紀
の
国
」
に
お

い
て
、
令
和
６
年
度
和
歌
山

県
漁
港
漁
場
担
当
者
（
市
町

・
漁
業
協
同
組
合
）
研
修
会

を
開
催
し
た
。

当
研
修
会
は
、
県
と
漁
港

漁
場
協
会
の
共
催
に
よ
り
開

催
し
て
お
り
、
県
及
び
市
町

並
び
に
漁
業
協
同
組
合
の
漁

港
漁
場
関
係
担
当
者
が
３６
名

参
加
し
た
。

今
年
度
は
、
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
事
業
課
中
西
豪

課
長
補
佐
を
講
師
に
迎
え
参

加
者
は
豊
富
な
知
識
や
経
験

を
も
と
に
わ
か
り
や
す
い
説

明
を
熱
心
に
聴
講
し
た
。

演
題
と
講
師
は
次
の
と
お

り
。

・
市
町
村
支
援
の
取
組
及
び

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

事
業
課
課
長
補
佐
中
西
豪

・
和
歌
山
県
で
の
漁
場
整
備

の
取
組
み
に
つ
い
て

和
歌
山
県
農
林
水
産
部
水

産
局
水
産
振
興
課
漁
場
整
備

班
主
任
山
田
哲
也

・
漁
港
海
岸
事
業
・
災
害
復

旧
事
業
に
つ
い
て

和
歌
山
県
県
土
整
備
部
港

湾
空
港
局
港
湾
漁
港
整
備
課

漁
港
整
備
班
主
事
濱
賢
侑

・
漁
船
の
適
正
な
処
分
に
つ

い
て和

歌
山
県
県
土
整
備
部
港

湾
空
港
局
港
湾
空
港
振
興
課

副
課
長
山
田
啓
之

（
一
社
）
長
崎
県
漁
港
漁

場
協
会
は
令
和
７
年
１
月
２１

日
、
「
な
が
さ
き
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｓ

Ａ
Ｎ
・
ス
ク
ー
ル
」
を
ホ
テ

ル
セ
ン
ト
ヒ
ル
長
崎
で
開
催

し
た
。

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
、
地
域

活
性
化
に
向
け
た
海
業
振
興

な
ど
漁
業
生
産
性
向
上
や
国

の
各
種
政
策
や
施
策
の
最
新

情
報
の
共
有
を
図
る
た
め
、

会
員
等
関
係
者
を
対
象
に
実

施
し
た
も
の
で
約
１
１
０
名

が
参
加
し
た
。

今
回
の
同
ス
ク
ー
ル
は
長

崎
県
、
長
崎
県
市
長
会
、
長

崎
県
町
村
会
、
長
崎
県
海
区

漁
協
長
会
、
長
崎
県
漁
協
専

務
参
事
会
の
後
援
を
得
て
行

っ
た
。

開
校
に
先
立
ち
主
催
者
を

代
表
し
比
田
勝
尚
喜
会
長
の

挨
拶
の
あ
と
吉
田
誠
長
崎
県

水
産
部
長
の
来
賓
挨
拶
を
賜

り
、
参
加
者
は

講
師
６
名
の
熱

心
な
講
演
に
聞

き
入
っ
た
。

同
ス
ク
ー
ル

は
３

部

構

成

で
、
１３
時
１０
分

～
１７
時
００
分
ま

で
行
わ
れ
た
。

そ
の
演
題
と

講
師
な
ど
の
概

要
は

次

の

通

り
。

○
第
１
部‥

令

和
７
年
度
水
産

庁
予
算
等
に
つ

い
て

・
長
崎
県
水
産

部
事
業
の
取
組

み
に
つ
い
て

長
崎
県
水
産
部
参
事
監

宮

地
健
司

・
令
和
７
年
度
水
産
基
盤
整

備
関
係
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
と

今
後
の
展
望

水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
・
海
業
政

策
課
課
長
補
佐

首
藤
敦

・
【
提
言
】
長
崎
の
海
と
海

業
と
食
文
化
を
次
世
代
に
残

す
た
め
に‥

生
産
・
流
通
販

売
か
ら
消
費
ま
で
の
仕
組
み

作
り
と
人
材
育
成‥

長
崎
大

学
水
産
学
部
教
授

清
田
雅

史〇
第
２
部‥

海
業
の
推
進
に

つ
い
て

・
【
富
山
県
】
渚
泊
魚
津
丸

の
現
状
と
こ
れ
か
ら
の
展
開

魚
津
漁
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長

濱
住
博
之

・
演
題

販
売
の
プ
ロ
か
ら

み
た
地
域
資
源
の
売
り
込
み

方
～
海
業
・
事
始
め
の
ヒ
ン

ト
～

㈱
み
そ
半
代
表
取
締

役
会
長

松
永
忠
徳

〇
第
３
部‥

藻
場
回
復
の
取

組
に
つ
い
て

・
【
五
島
市
】
藻
場
を
活
用

し
た
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
促
進
事
業

五
島
市
産
業

振
興
部
水
産
課

糸
洲
朝
志

水産庁は海業を推進し漁港の魅力を伝えるため、“海業親善大使”

をはじめ３体のマスコットキャラクターをこのほど発表した。水

産庁ホームページやＳＮＳ、関係イベントなど、様々な場所で活

用する。

海業親善大使の「ぎょっこん」は漁港生まれ漁港育ち、漁港を

愛し漁港に愛されたこども。漁港で釣りをしていたところ、ひょ

んなことから「うみーぎょ」を釣り上げてしまい、海業の魅力を

教えてもらう。漁港のことになると熱中し過ぎてしまい、ついつ

い周りのことを忘れがちだが、いく先々の海業を楽しんでいる。

「うみーぎょ」は普段は海で生活している海業の妖精。「ぎょっ

こん」に釣り上げられてしまうものの、漁港を愛するぎょっこん

と意気投合し、ぎょっこんと全国の海業を回る旅に出ている。

漁港の案内人「うみにゃーご」は、なぜかいつも「ぎょっこん」

の行く先々に現れる謎の鳥。漁港に詳しく、アタマにはピカピカ

の漁港マークがついている。

��������	 
��

令 和
６年度

漁
港
漁
場
関
係
担
当
課
長
会
議
を
開
催

最
新
の
情
報
を
共
有
し
た
「
な
が
さ
き

S
U

IS
A

N

・
ス
ク
ー
ル
」

水水
産産
庁庁

都道府県の担当課長などが参加した

令和６年度 ながさきＳＵ
ＩＳＡＮ・スクール開催

長崎県漁港漁場協会

漁 港 漁 場 月 報

令和６年度 漁港漁場関係
担当職員研修会を開催

山口県漁港漁場協会

和歌山県の研修会の様子

海海海海海海海海海海海海海海海海業業業業業業業業業業業業業業業業ママママママママママママママママススススススススススススススススココココココココココココココココッッッッッッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトトトトトトトキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャララララララララララララララララがががががががががががががががが誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕生生生生生生生生生生生生生生生生

約５０名が参加した山口県の研修会

令 和
６年度

漁
港
漁
場
担
当
者
研
修
会

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会

����

左
か
ら
「
う
み
に
ゃ
ー
ご
」「
ぎ
ょ
っ
こ
ん
」

「
う
み
ー
ぎ
ょ
」


